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霧島市における公共交通の課題に対する施策の方向性を整理すると、下図のようになります。

公共交通の課題と対応施策の事例

＜現 状＞ ＜課 題＞ ＜要 因＞ ＜施策の方向性
＞

二次アクセスが乏し
い駅の存在(JR) 

補助費用が増加
傾向(路線バス)

利用者数が減少
傾向(ふれあいバ
ス) 

市の戦略に合致し
た地域公共交通
網の再構築が必

要 

利用者目線で効
果的・効率的な公
共交通サービスが

必要 

地域公共交通の
運行持続性の向

上

運行時間帯が
合わない

運行ルートが
合わない

乗継時間が長い/
短すぎる

乗継待ち環境が
悪い

公共交通と宿泊
事業者との連携不

足 

ダイヤの見直し

路線の見直し

乗継拠点の整備

連携方法の検討

市民の移動ﾆｰｽﾞや
外出実態への対応

情報発信の不足

利用者 0 の便が
多い

情報発信の強化

継続的なデータ収
集 

とモニタリング

利便性の向上

モビリティ・マネジメント・プログラム（MM） 

一人ひとりのモビリティ（移動）が、社会にも個人にも望ましい方向

（例えば、過度な自動車利用から公共交通や自動車等を適切に利用する方向）に

自発的に変化することを促す、コミュニケーションを中心とした取組。
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